






要約:クレチン症マススクリーニングの精度管理は1984年8月より行なわれているが,1989

年 1 年間の実態について調査を行なった。現在,主流を占めている enzyme-linked

immunosorbent assay(ELISA)の一部のキットで他社と大きな差があり,検討が必要と考え

られた。精度管理の記入ミス及び異常検体の見逃しが認められた。今後,測定の外部委託

をなくし,各施設自身における測定が好ましいと考えられた。


